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司会（脇祐三・日本記者クラブ企画委員＝

日本経済新聞編集局コラムニスト） 今日は

イスラーム国をめぐる諸問題ということで

中東専門家２人にお越しいただいています。

日本エネルギー経済研究所中東研究センタ

ー副センター長の保坂修司さん、センター長

の田中浩一郎さんです。お二人とも当クラブ

５回目ということで、以前に保坂さんはアラ

ブのメディア研究、いわゆるイスラーム過激

派研究のフォローもやっていただいていま

す。サウジ、クウェートとか湾岸産油国にも

詳しい方です。田中さんはかつてイランにも

いらして、国連でアフガニスタン政務官もや

られた方で、今、エネ研の中東研究センター

長です。最初に保坂さんから、イスラーム国

とは一体どんな人たちなのか、何を言ってい

る人たちなのかという話をしていただき、そ

の後に田中さんにこの問題を中心とする最

近の国際関係についてお話していただきま

す。 

 

イスラーム国の考え方 

 拡大するイスラーム国の版図 

 

保坂修司 私に与えられた題は、「イスラ

ーム国とは何ぞや」ということになります。

今画面に出ているのは（図１）、先日、イス

ラーム国が出したビデオの一場面です。この

中には彼らのリーダーのアブーバクル・バグ

ダーディーという人の演説を含むいろんな

場面が納められているのですが、そこに彼ら

の考えているイスラーム国の版図を示した

地図がありました。もちろんわれわれはイス

ラーム国がシリア、イラクにあるということ

は知っていますが、実は一連の動きの中でア

ルジェリアの「ジュンドルヒラーファ」とか、

あるいはエジプトのシナイ半島にある「エル

サレムの支援者」とか、様々なグループがイ

スラーム国に対して忠誠を誓っています。忠

誠を誓うという行為はそのグループに従う、

グループの傘下に入るということです。いろ

んなところから忠誠の誓いが出ていまして、

それを表したものです。見ていただければ分

かるとおり、西はアルジェリアからリビア、

シナイ半島、そしてアラビア半島、イエメン、

それにシリア、イラクをプラスしたこの領域

が、彼らが考えているイスラーム国の領域と

いうことになります。もちろんこれらはイラ

ク、シリアを除けば全て特定の、あるいは一

部のグループだけの問題ですので、これをそ

のまま信じるわけにはいきません。しかし、

これだけの幅広い地域でイスラーム国を支

持する声が広がっているという点は見過ご

せないと思います。 

イスラーム国を考える時に重要なのは、ア

ルカイダを含むジハード主義の流れです。こ

れは（図２）その流れを細かく書いたものな

のですが、あまり細かい話をしてもしょうが

ないので単純に言いますと、右側がアルカイ

ダの流れ、そして左側がアルカイダのイラク

支部の流れになります。アルカイダとアルカ

イダのイラク支部は、名前だけ聞けば同じも

のになりますが、イデオロギー的な系譜で言

いますと明らかに違う存在です。向かって右

側は理念的なイデオロギーが中心で、左側の

方はかなり武闘派の流れになります。なぜそ

ういう話をしたかと言うと、よく日本のメデ

ィアでも、当初イスラーム国という場合にし

ばしばアルカイダ系とか、アルカイダから生

まれたという形で描かれたことが多かった

のですが、実際はアルカイダと現在のイスラ

ーム国というのはかなり違う存在なのでは

ないかという疑問があるためです。 

 

アルカイダとは異なるイスラーム国の系譜 

 

こちらは（図３）現在のアルカイダとイス

ラーム国の系譜をより近場で合わせたもの

です。アルカイダがアフガニスタンのターリ

バーンに忠誠を誓ったことはご存知だと思

いますが、そのアルカイダは現在、アラビア

半島支部（イエメン支部）、それからエジプ

ト、リビア、そしてアルジェリア支部ーーこ

れはアキム（ＡＱＩＭ）といわれるグループ、
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さらにソマリアのシャバーブ、最近できまし

たインド亜支部、そしてさきほど言いました

イラク支部という下部組織を持っています。

一方、このイラク支部に関しては、確かにア

ルカイダの下部組織ではあるのですが、実際

にはイデオロギー、あるいは戦術の面でかな

り大きな差がでており、アルカイダ本体の方

は常にイラク支部に対して小言を言ってい

る一方、イラク支部はそれを全く聞かないと

いう関係が続いていたわけです。 

イラク支部は２００４年に正式にアルカ

イダと合流したのですが、その後、２００６

年にイラク国内のスンナ派の武装勢力を合

わせて「イラク・ムジャーヒディーン諮問評

議会」という組織を作ります。この時に評議

会のリーダーになったのが、アブーオマル・

バクダーディーという人で、この人は「勝利

の宗派軍」というアルカイダとは全く別のグ

ループのリーダーだった人です。この時点で

も大半のメディアが、イラク・ムジャーヒデ

ィーン諮問評議会、その後のイラク・イスラ

ーム国はアルカイダの別名であり、アルカイ

ダこそが実際のこの組織の指導者であると

いう論調で書いていました。しかしその後、

アルカイダのリーダーであるザルカーウィ

ーがアメリカ軍の攻撃によって殺害されま

す。その後、アブーハムザ・ムハージルとい

う人がザルカーウィーの跡を継ぐのですが、

それが２００６年です。この時にイラク・イ

スラーム国の樹立が宣言されるのですが、そ

の後、このアブーハムザ・ムハージルが突然、

アルカイダのイラク支部を解体すると言い

始めました。 

私もそれが本当なのかどうか、はっきり分

からないのですが、一応、インターネット上

には彼の音声ファイルが残っておりまして、

その中で確かにはっきりと「アルカイダを解

体しアブーオマル・バクダーディーに忠誠を

誓う」と主張しています。つまり、イラク・

イスラーム国になった時点で、この組織のア

ルカイダ的な要素はかなり減っているので

はないかという感じがするわけです。それが

さらに２０１３年に「イラクとシャームのイ

スラーム国」ができ、２０１４年に「イスラ

ーム国」に名前を変えました。今現在は、イ

スラーム国そのものがさまざまな支部を抱

える形になっています。この流れの中にも、

必ずしもアルカイダ的要素というのがみっ

ちりつまっているわけではなくて、むしろ相

当、薄まっているのではないか。逆にイスラ

ーム国のライバル関係にあるシリアの「ヌス

ラ戦線」、これはアルカイダ直属のアルカイ

ダ・シリア支部になっているのですが、この

リーダーのジューラーニー（あるいはジャウ

ラニー）という人は、もともとザルカーウィ

ーの側近だったという説があります。これも

実は検証されていないのですが、仮にそれが

事実だとするならば、むしろアルカイダの血

はイスラーム国よりもこっちの方に流れて

いると言えるのかもしれません。 

 

アルカイダと決別したイスラーム国 

 

これは（図４）一連のイスラーム国とアル

カイダの関係を時系列で表したものです。こ

れを見ていただけると分かりますが、イスラ

ーム国がヌスラ戦線を併合して「イラクとシ

ャームのイスラーム国」という新しいグルー

プを作ると宣言しました。それに対してヌス

ラ戦線側が反発して、アルカイダはヌスラ戦

線を支援する形になって結果的にはイスラ

ーム国とアルカイダは決別してしまうわけ

です。２０１４年５月には、イスラーム国側

は「アルカイダに属する支部ではない」、さ

らに言うと「そうだったこともない」と主張

しています。もしこれを信じるなら、一体全

体メディアが報じていた「アルカイダ系」、

あるいは「アルカイダとつながりがある」と

言われていた文言が何なのかということに

なるわけです。 

実は今でも欧米の研究を含め「イスラーム

国というのはアルカイダから派生した」とい

うのが前提条件になっていて、最新の研究で

もそういうのが多いのですが、よくよくたど

ってみると必ずしもアルカイダ系、あるいは
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アルカイダと積極的なつながりがあると、断

言できるほどの材料は持ち合わせていませ

ん。 

それは単なる系譜の問題ではなくて、彼ら

のイデオロギーにも大きな違いがあること

からも分かります（図５）。アルカイダはど

ちらかと言うと、外からやってくる異教徒が

イスラームの土地に対して攻撃する、あるい

は占領する、そういう状況になった場合、異

教徒を攻撃して駆逐することはジハードで

あり、全てのイスラーム教徒の義務であると

いう考え方です。これを通常、ジハード主義

といいます。 

例えばアフガニスタンをソ連軍が占領す

る、イラクをアメリカが占領する。こういっ

た場合にはソ連に対する攻撃、アメリカに対

する攻撃はいずれもジハードとして全ての

イスラーム教徒の義務になるという考え方

です。これがアルカイダの最も特徴的な思想

でした。ところがイスラーム国の場合、必ず

しもアメリカとか外から来る敵、異教徒を敵

視して攻撃しているわけではありません。彼

らはむしろ近い敵、つまりイラク国内であれ

ばイラクのシーア派、シリアであればシリア

のアラウィー派の人たちを「イスラーム教徒

ではない」「イスラームの敵である」として

攻撃する、ジハードの対象とする、それがイ

スラーム国の大きな特徴です。エジプト国内

のイスラーム系の反体制運動、イラク戦争後

のイラクでのさまざまなスンナ派系の武装

勢力の活動は基本的にタクフィール主義と

称せられます。「タクフィール」というのは、

アラビア語でイスラーム教徒に対して「お前

はイスラーム教徒ではない」というレッテル

を張ることですけど、イスラーム国はその生

成過程の中でイラクの現政権、シーア派政権、

あるいはシリアのアラウィー派政権に対し

て「この連中はイスラーム教徒ではないから、

その連中がイスラームの土地であるイラク

やシリアを支配しているのはおかしい。だか

ら彼らを攻撃して倒さなければいけない」と

いうロジックを組み立てていきます。それを

称してタクフィール主義と言いますが、イス

ラーム国はある意味、典型的にこのケースな

わけです。 

 

イスラーム国の基本思想を理解する 

 

ただ最近は、アメリカが空爆を行うなど、

異教徒の攻撃が拡大してきましたので、今は

タクフィール主義だけでなくジハード主義

にも近寄っています。ジハード主義はしばし

ばグローバルな様相を呈していますので「グ

ローバル・ジハード主義」と称されるのです

が、それに対して今のイスラーム国は、グロ

ーバルとローカルを合わせた「グローカルな

ジハード主義」と言うことができるかもしれ

ません。 

彼らの思想を考えるときに、イスラームの

基本的な思想、基本的な法学理論、政治理論

を知らなくてはいけないのですが、例えばサ

ラフィー主義、あるいはカリフ制、こういっ

たものもみな、彼らは自分たちの存立の根拠

を古い古典的な議論の中に見いだそうとす

る傾向があります。イスラーム国をきちんと

理解するためには、ある程度、こういった知

識を必要とします（図６）。 

例えばサラフィー主義（図７）というのは、

現代の文脈ではサウジアラビア等にみられ

るワッハーブ派とほぼ同一視されます。預言

者ムハンマド没後の３世代、あるいは３００

年の間を理想とするイスラームの復古主義

的な思想で、もともと極めて反シーア派的な

色彩を持っています。例えばつい最近、イス

ラーム国のリーダーのアブーバクル・バグダ

ーディーはサウジアラビアでのジハードを

呼びかけたのですが、その中で興味深かった

のは、サウジアラビアにおける攻撃の優先順

位の筆頭はシーア派だったことです。当然、

普通の考え方から見れば王族であるサウー

ド家と一般の庶民であるシーア派、どちらが

攻撃対象になりやすいかと言えば、たぶんサ

ウード家だと考えると思うのですが、しかし

彼らの優先順位はそうではない。シーア派の

方が悪いという意識が極めて強いのです。 
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それからもう一つ、サラフィー主義の大き

な特徴として、お墓を壊す運動があります。

お墓といっても、ふつうの意味でのお墓では

ありません。かつてワッハーブ派ができたこ

ろには、アラビア半島にはスーフィーやイス

ラーム神秘主義の聖者のお墓や、崇拝の対象

となる聖なる樹などがたくさんありました。

ワッハーブ派は、そういったものは多神教で

あると。アッラーのみを信じなければならな

いイスラームの中で、お墓を崇拝するとは何

事かと、積極的にお墓や偶像を破壊して回り

ました。おそらく、この関係でみなさんがす

ぐに思いつくのは、アフガニスタンのターリ

バーン政権がバーミヤンの石窟を破壊した

ことなどがあると思います。同じようにソマ

リアのシャバーブも活動の一時期に積極的

にお墓を壊して回りました。現在でも、イス

ラーム国は制圧した地域にもし聖者廟など

があれば、必ず壊して回ります。これもワッ

ハーブ派、サラフィー主義という中から支持

が得やすい行動です。 

また勧善懲悪というのはサウジアラビア

をご存知の方であれば知っていると思いま

すけど、いわゆる宗教警察と言われるもので

す。１日５回お祈りをしなくてはいけないの

がイスラームのルールですけれども、お祈り

をさぼっている人がいれば、しょっ引いて殴

ってでも礼拝させる。サウジアラビアでは国

家の中にそういう組織がありますが、それと

同じことがイスラーム国で行われています。

それから固定刑（ハッド刑）の導入。例えば

イスラームの法律の中ではコーラン（クルア

ーン）やハディース（預言者ムハンマドの言

行録）の中で明確に刑罰が書かれている犯罪

があります。窃盗をすると左手首を切るとか

姦通をすれば石打ちであるとかなどです。こ

れをイスラーム国ではきちんと導入してい

ます。こういったものは国際社会から見ると

人権上、極めて大きな問題がありますので、

多くのイスラーム諸国でもハッド刑の導入

はあきらめたり、ためらったりしているので

すが、例えばサウジアラビアのようにイスラ

ームを国是としている国の中ではいまだに

ハッド刑を守っているところもあります。こ

れはサラフィー主義者と言われるイスラー

ムの保守派の人たちが、該当する政権がイス

ラーム的かイスラーム的でないかを判別す

るうえで非常に重要な基準になっているか

らです。したがって、たとえ人権侵害と言わ

れようと、こうした刑罰を放棄するのはなか

なか難しい。それをイスラーム国は積極的に

利用して、自分たちこそがイスラーム法をき

ちんと遵守していると主張しているわけで

す。 

 

カリフ制とは何か 

 

一方、カリフ制（図８）に関しては、おそ

らく高校の世界史の教科書以来あまりお目

にかかった方はいないと思いますが、６３２

年に初代カリフ、アブーバクルがカリフに就

任して以来、連綿と続いていたイスラームの

政治制度です。ただし、バグダードを首都と

したアッバース朝が１２５８年にモンゴル

軍によって滅亡して以降、カリフはほとんど

政治的に意味をなさなくなっていました。わ

れわれが世界史の教科書なんかで知ってい

るのは、オスマントルコのスルタン・カリフ

制という制度なのですけど、これはほぼ虚構

だと言われています。したがってイスラーム

国の中でもこのオスマン帝国のカリフに関

しては完全に無視されています。これは、あ

る意味非常に興味深い部分です。もしかした

らその中にはアラブ民族主義的なものも見

られるのかもしれません。 

カリフ制は多くのイスラームの国、イスラ

ーム教徒にとってはイスラームの理想の国

家、理想の政治体制と認識されています。た

だ、廃止されてからずいぶん時間がたちます

ので、実際にカリフ制がどういう役割を果た

していたのか、ほとんどの人が漠然としたあ

いまいな考え方しか持っていません。しかし

例えばここにあげた（図９）のなかでラシー

ド・リダーは初期のイスラーム運動のリーダ

ーだった人ですけど、カリフ制を近代的な政
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治制度としてとりあげていますし、例えばム

スリム同胞団でも、理想のイスラーム国家は

カリフ制度であります。彼らも究極的にはカ

リフ制度の復活を目指しています。 

またムスリム同胞団から枝分かれした解

放党のように、カリフ制度を明確な形で理論

化し将来的なイスラームの国家制度の中に

組み込もうとする組織もあります。実はアル

カイダにとっても理想のイスラーム国家は

カリフ制度です。それをイスラーム国が実現、

正確には実現したようにみせたということ

に大きな意義があるわけです。 

イスラーム国のカリフになったカリフ・イ

ブラーヒーム（図 10）、異名はアブーバク

ル・バクダーディーです。ここに彼の本名が

書かれているのですが、その中の下線を引い

た部分にフサイニー・クラシーとあります。

フサイニーというのは預言者ムハンマドの

孫のフセインの系譜であるということ、それ

からクラシーというのはアラビア語でクラ

イシュ族のメンバーであるということ。クラ

イシュ族というのは預言者ムハンマドが属

していた一族ですけど、実は、カリフになる

ためにはクライシュ族のメンバーでなけれ

ばいけないということは、特にスンナ派のア

ラブ人の間では共有されています。したがい

ましてカリフ、アブーバクル・バクダーディ

ーは彼がカリフに就任する以前からこの名

前を名乗っていましたので、かなり早い時点

で彼がカリフを宣言するであろうというこ

とは想像できたわけです。 

実は彼の前任者でアメリカに殺されたア

ブーオマル・バグダーディーも同じようにフ

セイニー・クラシーという名前を名乗ってい

ました。彼もやはり同じように預言者ムハン

マドの孫の系譜につらなるクライシュ族の

出身者だといっているのです。したがって、

２００６年にイラク・イスラーム国ができた

時点で、この組織がおそらく同じカリフ制度

を導入、あるいは宣言するであろうというこ

とは明白でした。 

 

カリフ・イブラーヒームの略歴 

 

そのアブーバクル・バクダーディーはイラ

ク人で、オサマ・ビンラディンやザルカーウ

ィーとは明らかに系統の違う人で、イスラー

ム系の大学を卒業しています。そしてザルカ

ーウィーとは全く別のグループ、「スンナと

共同体の民軍」のメンバーとして「イラク・

ムジャーヒディーン諮問評議会」に参加しイ

ラク・イスラーム国の「信徒の統率者」に選

ばれます。ここに書いてある「信徒の統率者」

も、実はこれもカリフの称号です。この称号

を使えば、それだけでカリフを意識せざるを

得ないわけです。一説にはムスリム同胞団員

であるとも言われています。これについては

正直わかりません。 

これが（図 11）カリフ・イブラーヒーム

ですが、黒いターバンを巻いています。マデ

ィーナに逃れた預言者ムハンマドがメッカ

の軍隊を破り、メッカに入城したときにつけ

ていたのが、この黒いターバンだと言われて

おり、おそらくそれをまねたと考えられます。

重要なのは、彼がイラクとシリアのカリフで

はなく全世界のイスラーム教徒のカリフで

あるということです。彼が預言者ムハンマド

の後継者である、カリフであるということを

示すのは、例えばこの黒い旗にも良く現れて

います。黒い旗はジハード主義系のグループ

がよく使うのですが、実は預言者ムハンマド

も黒い旗を使っていました。さらにはここに

「アッラー・ラスール（使徒）、ムハンマド」

というロゴがあります。これは預言者ムハン

マドが周辺の国々に書簡を送ってイスラー

ムに改宗しろと呼びかけを行った時の書簡

についていた署名と同じ書体になっていま

す。 

これは（図 12）彼らが導入すると宣言し

たディーナール金貨です。金貨自体はイスラ

ーム国と言いますか、カリフ制とある意味セ

ットになっています。カリフが自分の名前で

金貨を刻印するというのは、カリフの特権の

一つになっています。その意味でこういった

貨幣を導入するというのも、むべなるかなと
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